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［要旨］環境問題への対応に文理融合型の研究は必須である。地球温暖化問題は南太平洋に急速

な海面上昇と気候変動を引き起こすが、その営力がおよぼす島嶼への物理的影響を評価するとと

もに、資源利用や社会編成にかかわる伝統的知識について把握し、その現在的有効性を検討する

ための学際的研究が島嶼社会の実効的保全策の基礎となる。この点において、自然と人間の長期

的･累積的な関係史をテーマとしてきた歴史生態学的視点は自然科学と人文社会科学を連接し、

現在的な政策決定や教育現場においてその成果を活用しうる歴史科学として近年注目されてい

る。   

 本課題はこれら新しい視点に立脚し、現在みる当初景観を絡み合う人と自然の歴史的産物と位

置づけ、その形成史の再構成を目的としてきた。それは、これまで二分されがちだった「自然史

と人類居住史」ならびに「過去と現在」を連接する歴史学であると同時に、地球温暖化など現在

的課題に対して歴史学が寄与しうる可能性を探る作業でもあった。具体的な研究フィールドとし

て東ミクロネシアの東縁に位置するマーシャル諸島マジュロ環礁を選び、現地島民とともにジオ

アーケオロジー的調査を実施し、地形発達史の成果を加味しながら、特にピット耕地の景観史を

再構成した。 

 

［キーワード］景観史、ジオアーケオロジー、環礁州島、マジュロ環礁、ピット耕地 

 

１．はじめに 

楽園として語られるオセアニアにあって、環礁の陸地は脆弱で、人間の居住にとってはきわめ

て厳しい環境として一括される傾向にある。オーストラリア大陸や火山起源の高い島との対比に

おいてこのイメージは間違いではないが、気候変動や海面上昇に直面する実際の環礁をステレオ

タイプ化してしまい、きめ細やかな対応策の検討を阻害するおそれがある。将来的な問題に対し



て小島嶼国ごとに実効性のある対策を立てるためには、各環礁の固有性をそうした固有性がかた

ち作られてきた歴史的プロセスまで含めて把握する必要がある。歴史研究の役割は、まさにそこ

にある。 

 

２．研究目的 

現在を対象とする文化生態学では、変わることのない環境への適応の結果として観察対象の社

会を位置づける傾向があったため、環境可能論的視点から自然と文化の相互作用をうたいながら

も、どこか単方向的な議論になりがちであった。相互作用のダイナミズムを把握するためには共

時的分析よりも、やはり通時的アプローチが有効である。こうして歴史生態学なる領域が1970

年代ごろから提唱され、1990年代には歴史生態学の名称をタイトルに冠する論集が相次いで刊行

された。そのうちの一冊を編集したクラムレイは、人間と自然の相互作用の複雑な連鎖を解明す

る領域として歴史生態学を定義し、その進展のために生物学、地理学、気象学、考古学、歴史学、

文化人類学の多様な概念と方法を活用する学際的研究を提唱している1)。 

ところで、オセアニアの島嶼国、特に環礁の島々がいま地球温暖化のによる将来的な海面上昇

や気候変動という新たな外的営力に晒され始めていることに多くの科学者が警鐘をならしてい

る。間近に迫った変動に対する島民側の関心を喚起し実効的な対応を模索する上で、島の人々に

とって「故郷」としての価値をもつ島嶼景観の成り立ち、その歴史を再構成することは国土の自

立的な保全策を支える基礎となるはずである。この視点にもとづき、サンゴ礁を基盤とするオセ

アニア環礁を主なフィールドと位置づけ、人と自然の長期間にわたる関係史を学際研究によって

解明し、その歴史のエンドポイントにある現在的問題へアプローチすることを目的として、以下

の研究方法にて現地調査を実施した。 

 

３．研究方法 

環礁州島の地下にはレンズ状の不圧地下水層がある。淡水の地下水レンズは、外洋とラグーン

の両側から州島地下に浸み込んだ海水の上に、地表面から浸透した比重の異なる雨水が帯水する

ことによって形成される。それゆえ、ほぼ均等な降雨が期待できる一つの環礁内においても、州

島の面積や幅、堆積物の性質によって地下水レンズの規模や水質が左右される。それが陸上生物

相の種数に差を生む。人間の生計にとって重要なサトイモ科根茎類の成育も地下水レンズの状態

に左右されるから、すべての州島で栽培ができるわけではない。したがって、地下水の水頭まで

掘り込まれた植床、そこで栽培されるサトイモ科の根茎類、周囲に積み上げられた廃土堤、そこ

に植栽された多様な高木から構成されるピット耕地の複合的景観は、人間の居住可能性を含めた

環礁州島の気候変動に対する将来的な耐性を類型化する上で、一つの重要な指標となる。 

マーシャル諸島マジュロ環礁ローラ州島でおこなったGPSによる分布調査によって、ミズズイ

キ類(Cyrtosperma spp.)の耕地195基が確認できた。面積は35～7,800㎡とさまざまで、総面積

14haを測る。外洋側海岸からラグーンまでもっとも幅のある中央部では大型耕地の合間を小型耕

地が埋めるように掘削されている。緯度経度に沿って設定した166×166mのグリッドごとに掘削



面積をみると、ローラ州島にこれまでに加えられてきた人為的な地形改変の度合いがいかに大き

いかわかる（図1）。これらピット耕地を含め、ローラ州島における土地利用の歴史的変遷と地

形発達史の関連を把握するために、ジオアーケオロジー的発掘調査を実施し、堆積物のサンプリ

ングや人的活動に由来する文化層の観察ならびに年代測定用炭化物試料の収集をおこなった。

2003年度から2007年度にかけて発掘した地点は、総計で8地点にのぼる。以下では、各発掘地点

の詳細を報告する。 

 

４．結果・考察 

（１）MJ-Lr2-8発掘地点 

本発掘地点は、現在のローラ州島のほぼ中央に位置する。ラグーン側から外洋側にはしる舗装

道路（ial nan mij）を進み、ピット耕地の主要分布域にさしかかるあたりで南におれると、大

小二つのピット耕地のあいだに形成された廃土堤に出る（図2）。その廃土堤の傾斜に長軸あわ

せた4×2mのトレンチを設定し、作業状の安全を確保するために階段状に発掘をすすめた。深さ

2mにおよぶ保存状態のよい堆積を確認し、有孔虫を主体とする自然層(7層)上に1m近く積み上げ

られたピット耕地からの廃土と、石蒸焼き用の地床炉遺構を複数基検出した（図3、図4）。トレ

ンチ東壁・西壁にて確認した地床炉遺構は7基だが、そのうちU1/Fe3、U1/Fe4、 U2/Fe2、 U2/Fe3

の4基は同一遺構の可能性がある。 

最下文化層(6層)から自然堆積層(7層)に掘り込まれた地床炉(U1/Fe6)からはBP2000年にさか

のぼる木炭の放射性炭素年代（コンベンショナル）が得られた。オセアニアの環礁で最古の居住

年代である。 

また、7層から採取された有孔虫(Clacarina gaudichaudii)のコンベンショナル年代は2300－

2400年であった。文化層出土の炭化物年代と有孔虫の年代を比較するために、U2/Fe3出土のイル

カ類（マイルカ科カズハゴンドウ？）椎体試料3点と、U1/Fe5出土のイルカ類（マイルカ科カズ

ハゴンドウ？）椎体試料2点の年代測定をおこない、陸上植生に由来する共伴炭化物の年代と比

較することによって、マジュロ周辺海域の海洋リザバー効果を見積もった（ΔR=-35±25）。そ

の結果、有孔虫の堆積時期と人間の初期居住時期のあいだに100年ほどの差しかないことがわか

った。この結果は、完新世後期の海面低下後に出現したばかりの州島陸地で、人間の居住がはじ

まっていたことを意味する。 

廃土層直下の地床炉遺構(U1/Fe5)や廃土層のあいだに挟まる地床炉(U1/Fe3、 U1/Fe4、 U2/Fe1、 

U2/Fe3、 U2/Fe0)の較正年代はすべてBP1600－1800年の狭い年代幅におさまったことから、ほぼ

同時期の遺構と評価できる。廃土の積上げが短期間におこなわれ、その作業の過程で一時使用の

地床炉が複数回構築されたと考えられる。少なくとも、初期居住がBP2000年に始まった後、おそ

くとも数百年以内に人為的掘削によるピット耕地の構築が始まったことになる。各層位の土説は

以下の通りである。 

1層：10YR2/1黒色土層。粘性強、しまり強。径20～40mmのサンゴ礫を多量に含む。ヤシの根が

多量に混入する表土層。 



U1/Fe2（東壁断面図）：10YR2/1黒色土層。径20～40mmのサンゴ礫を多量に含む。粘性強、し

まり強。1層からの掘り込み遺構。 

2a層：10YR5/1褐灰色砂層。粘性弱、しまり強。細粒砂を主体とする。ピット耕地からの廃土

の可能性が高い。 

U2/Fe0（東壁断面図）：10YR3/1黒褐色砂を主体とする地床炉遺構の覆土。粘性弱、しまり強。

径20～40mmのサンゴ礫と炭化物を多量に含む。イルカ類の椎体や骨端板、ブダイ科の咽頭骨が出

土。採取炭化物(Cordia spp.)から1850±45 yr. BP (PLD2785)のコンベンショナル年代をえた。 

2ｂ層：10YR4/1：褐灰色砂層。粘性弱、しまり強。細粒砂を主体とし、やや暗い10YR5/1の砂

粒が所々にバンド状に入る。ピット耕地からの廃土と考えられるが、炭化物が散在する。廃土積

上げの過程で、Unit2/Fe0のような簡易な地床炉が周辺に設けられた可能性がある。 

3層：10YR6/1褐灰色砂層。細粒砂を主体とし、径10～20mmのサンゴ小礫を少量含む。粘性弱、

しまり大。炭化物が散在する。ピット耕地からの廃土の可能性が高い。 

4層：10YR4/1褐灰色砂層。細粒砂を主体とし、径20～40mmのサンゴ礫を少量含む。粘性弱、し

まり強。炭化物が少量散在する。イルカ類椎体、ウミガメ科頭頂骨、ブダイ科咽頭骨が出土。ピ

ット耕地からの廃土の可能性が高いが、積上げの過程で生活残滓が混入したと考えられる。 

5a－5c層：10YR5/1褐灰色砂層。細粒砂を主体とし、10YR6/1の砂粒が所々にバンド状に入る。

炭化物が全体に散在する。一部焼成を受けたイルカ類椎体と前上顎骨、焼成を受けたウミガメ科

背甲骨片、魚骨が出土。また、出土した前上顎骨は現生サンプルとの比較によって、マイルカ科

カズハゴンドウと同定された。ピット耕地からの廃土の可能性が高いが、積上げの過程で生活残

滓が混入したと考えられる。 

U1/Fe3（西壁断面図）：(a)10YR4/1褐灰色の砂粒を主体に、径30～50mmの焼けたサンゴ礫を多

量に含む。粘性弱、しまり強。炭化物が多量に混入する。地床炉中央の覆土。(b)10YR5/1褐灰色

砂粒を主体に、ソデボラ科(Strombidae)のマガキガイ(Conomurex luchuanus)が多量に混入する。

粘性弱、しまり中。地床炉縁辺部の覆土。採取炭化物(Cocos Spp.?)から1825±45 yr. BP (PLD2787)

のコンベンショナル年代をえた。 

U1/Fe4（西壁断面図）：Unit1/Fe3(a)に類似する地床炉の覆土。全面にわたって焼成をうけた

ウミガメの腹甲が出土。同一遺構の可能性あり。採取炭化物(Pandanus spp. fruit)から1720±

45 yr. BP (PLD2788)のコンベンショナル年代をえた。 

U2/Fe1（東壁断面図）：10YR4/1褐色砂粒を主体とする地床炉の覆土。径10～40mmの焼けたサ

ンゴ礫と炭化物が多量に混入する。粘性弱、しまり強。 

U2/Fe3（東壁断面図）：10YR4/1褐色砂粒を主体とする地床炉の覆土。径10～40mmの焼けたサ

ンゴ礫と炭化物が多量に混入する。覆土内から、イルカ類椎体と肋骨、種不明の魚骨が出土。粘

性弱、しまり強。Unit2/Fe1とともに、トレンチ西壁にて確認したUnit1/Fe3やUnit1/Fe4と同一

遺構の可能性がある。採取炭化物(Monocotyledoneae)から1740±24 yr. BP (PLD5827)のコンベ

ンショナル年代をえた。 

U1/Fe5：10YR4/1褐灰色の砂粒を主体とする地床炉遺構の覆土。径10～50mmの焼けたサンゴ礫



と炭化物を多量に含む。トレンチ中央部で凸状をなす大型遺構。イルカ類椎体、ブダイ科魚骨が

出土。採取炭化物(Cordia Spp.)から1770±50 yr. BP (PLD2789)のコンベンショナル年代をえた。 

6層：10YR4/1褐灰色砂層。炭化物が散在する。ピット耕地からの廃土を積上げる前の表土層と

考えられる。粘性弱、しまり強。 

U1/Fe6（東壁断面図）：10YR4/16層類似の褐灰色砂粒を主体とする地床炉遺構。径20～40mm

のサンゴ礫を少量含む。焼成の影響できわめてもろい状態のサンゴ礫が検出された。採取炭化物

(Monocotyledoneae, Cocos spp.)から2010±50 (PLD2790)と2035±25 yr. BP (PLD6752)のコン

ベンショナル年代をえた。 

7層：10YR7/3にぶい黄橙色砂層。細粒砂を主体とする自然堆積層。採取された有孔虫(Calcarina 

gaudichaudii)からは、層上部の試料で2365±36 yr. BP (TERRA-10207b35)、トレンチ最深部の

試料で2495±33 yr. BP (TERRA-10207b36)のコンベンショナル年代をえた。 

 

（２）MJ-Lr2-10発掘地点 

ローラ州島のなかでピット耕地の空間が拡張していった過程を把握するために、主要分布範囲

の外洋側で、ラグーンから外洋側へのびる測線(MJ-Lr2)に近接する廃土堤に4×2mのトレンチを

設定した（図5）。廃土堤は3基のピット耕地に囲われており、外洋側を南北にはしる道路からは

80～100cmほど高く、廃土の残りが良いと判断したためである。残念ながら現地表下には層厚20cm

程度の廃土層(2層)しか検出できなかった（図6）。1980年代の整地によって廃土のほとんどが削

平されていたことが後の聴取調査によって判明した。しかし、廃土層下に古い表土層(3層)を確

認できた。BP1910年を示した採取木炭試料は、現在のローラ州島の中央部がこの時期にはすでに

人間の活動空間に組み込まれていたことを示している。残念ながら、ピット耕地の構築を直接示

す廃土の積上げ年代については得られていない。しかし、古い表土層に散在する木炭片が掘削場

所を開くための野焼によるものだとすると、ローラ州島中央部ではラグーン側から外洋側までピ

ット耕地がほぼ同じ時期に構築され始めたことになる。各層の土説は以下の通りである。 

1層：10YR3/2黒褐色土層。粘性中、しまり中。10YR6/3にぶい黄橙色砂粒が多量に混じる。 

2層：10YR6/3にぶい黄橙色砂層。径5～15mmのサンゴ礫が多量に混入する。タロピットから積

上げられた廃土と考えられる。粘性なし、しまり強。 

3層：10YR5/1褐灰色砂層。トレンチ全面に微量の炭化物が散在し、地床炉用のサンゴ礫が検出

された。廃土層が積上げられる前の古い表土層である可能性が高い。採取した木炭試料

(Monocotyledoneae)から1910±25 yr. BP.のコンベンショナル年代をえた。粘性中、しまり強。 

4a層：10YR7/2にぶい黄橙色砂層。有孔虫がやや多く、サンゴ礫をほとんど含まない自然堆積

層。粘性なし、しまり弱。 

4b層：10YR6/3にぶい黄橙色砂層。有孔虫を多量に含む自然堆積層。径5～12mmのサンゴ小礫が

少量混入する。4a層にくらべて砂粒の粒子が粗い。粘性なし、しまり弱。 

4c層：10YR6/2灰黄褐色砂層。有孔虫を多量に含む自然堆積層。径30mm前後のサンゴ礫が多量

に混入し、径100mm超の大礫が点在する。層下部ほど固結している。 



 

（３）MJ-Lr2-9発掘地点 

本発掘地点はMJ-Lr2-8地点のラグーン側に広がる平坦地にあり、アセンブリー･オブ･ゴッド教

会の裏手に位置する。米国地質調査局の報告(Hamlin and Anthony 1987)にもとづくと、発掘地

点周辺は州島地下に形成された現在の淡水レンズがもっとも厚い地域にあたる。発掘にあたって

4×4mのグリッドを設定した（図7）。その区画内に設けた2×1mテストトレンチ2本をまずは発掘

し、層序を確認した。その後、グリッド全面にわたって掘り下げた。グリッド内からは複数の柱

穴や地床炉ならびに関連遺構が検出された。テストトレンチ２では墓壙が確認され、全身骨格を

検出するためにグリッド北側を拡張した。また、数は多くないが、トウカムリガイ(Cassis spp.)

製鑿やシャコガイ(Tridacna spp.)製貝斧、加工痕をもつクロチョウガイ破片が出土した。各層

の土説は以下の通りである（図8、図9、図10）。 

1層：10YR2/1黒色土層。表土層。径5～20mmのサンゴ礫を多量に含むことから、かつての住居

敷地と考えられる。粘性強、しまり強。 

2層：10YR3/1黒褐色砂を主体とする部分と、やや明るい10YR4/1褐灰色砂粒を主体とする部分

が同一層位に混じる。撹乱を受けている可能性あり。径5～10mmのサンゴ礫が少量混入する。第2

層上層からシャコガイ製貝斧が出土した。粘性中、しまり中。 

3a層：10YR7/3にぶい黄橙色砂層。細粒砂を主体とする自然堆積層で、サンゴ礫はほとんど含

まない。粘性なし、しまり弱。 

3b層：10YR8/3浅黄橙色砂層。荒い砂粒を主体とする自然堆積層で、有孔虫を多く含む。粘性

なし、しまり弱。 

Fe1（テストトレンチ１）： 10YR4/1褐灰色砂粒と5/2灰黄褐色砂粒がブロック状に混じりあう。

下部には径50mm前後のサンゴ礫が混入する。2層から掘り込まれたピット状遺構で、柱穴の可能

性がある。 

Fe2（テストトレンチ1）：(a)掘り込み上部は10YR5/1褐灰色砂粒を主体とし、10YR 3/1黒褐色

砂粒がブロック状に混入する。(b)掘り込み下部は10YR1.7/1黒色炭化粒子を主体とし、径30～

50mmの焼けたサンゴ礫が混入する。(c)掘り込み縁辺下部に堆積する10YR5/1褐灰色の砂粒。2層

堆積前の小型地床炉遺構である。 

Fe3（テストトレンチ1）：(a)掘り込み上部は10YR1.7/1黒色炭化粒子をしたいとし、径50mm

前後のサンゴ礫を多量に含む。径150mmを超える巨礫も混入する。(b)掘り込み下部は10YR4/1褐

灰色砂粒を主体とし、10YR5/2灰黄褐色砂流がブロック状に混入する。2層堆積前に構築された地

床炉の可能性が高い。 

Fe4（テストトレンチ1）：(a)10YR4/1褐灰色砂粒を主体とする。(b)10YR1.7/1黒色炭化粒子を

主体とする。Fe3との切り合い関係が不明瞭で、Fe3と同一遺構の可能性が残る。 

Fe5（テストトレンチ1）：10YR6/1褐灰色砂粒を主体とし、10YR5/1～4/1褐灰色砂粒が多量に

混入する。粘性なし、しまり弱。形状からみて柱痕の可能性が高い。 

Fe6（テストトレンチ1）：10YR5/1褐灰色砂粒を主体に10YR7/2にぶい黄橙色砂粒がブロック状



に混入する。下部に焼けたサンゴ礫が集中し、その間隙に木炭片が多量に混入する。2層堆積前

に構築された地床炉遺構で、採取木炭片(Monocotyledoneae)から1605±25 yr. BP (PLD6753)の

コンベンショナル年代を得た。 

Fe7（テストトレンチ1）：10YR4/1～5/1褐灰色砂粒を主体とし、径10～80mmの焼けたサンゴ礫

が多量に混入する。炭化粒子も多い。Fe6のサンゴ礫集中部に類似するが、直上に掘り込みを確

認できず別遺構として扱った。採取木炭片(Cordia spp.)は1635±25 yr. BPのコンベンショナル

年代(PLD6754)を示したことから、別遺構であってもFe6とほぼ同時期の地床炉と考えてよい。 

Fe8（テストトレンチ2）：10YR3/1黒褐色土粒を主体とし、径5～30mmのサンゴ礫とソデボラ科

(Strombidae)の貝が多量に混入する。粘性強、しまり強。2層堆積前に掘り込まれた地床炉遺構

である。採取木炭片(Monocotyledoneae)から、1005±20 yr. BP (PLD6755)と1553±25 yr. BP 

(PLD9187)のコンベンショナル年代をえた。両試料の年代差の理由は不明である。 

Fe9（テストトレンチ2）：10YR5/1褐灰色砂粒を主体とし、やや暗い10YR4/1褐灰色砂粒がブロ

ック状に混入する。径10～80mmのサンゴ礫が多量に混入。粘性弱、しまり大。Fe8と同様に、2

層堆積前に掘り込まれた地床炉遺構である。遺構底部から採取した木炭片(broad-leaved tree)

は1044±24 yr. BP (PLD9188)のコンベンショナル年代を示した。 

Fe10：10YR5/1褐灰色砂粒を主体とする。おそらくFe8の覆土と考えられる10YR3/1黒褐色土粒

が一部に混じる。遺構底部から12歳前後の小児骨が伸展葬の形で検出された。下腿部の下には径

5mm前後のサンゴ小礫が敷かれていた。 

Fe11（グリッド南壁）：表土層（1層）堆積前に掘り込まれた大型の地床炉遺構で、覆土はa

～dの4層に分層できた。(a)10YR1.7/1黒色差流を主体とし、10mm前後のサンゴ小礫をわずかに含

む。粘性中、しまり強。(b)10YR3/1黒褐色砂粒を主体とし、10～30mmのサンゴ礫を含む。粘性中、

しまり強。(c)10YR5/2灰黄褐色砂粒を主体とし、10～40mmの礫をわずかに含む。粘性弱、しまり

弱。(d)10YR3/3暗褐色砂粒を主体とし、径5～30mmのサンゴ礫を多量に含む。d層上部に100～200mm

の大型サンゴ礫が並ぶ。採取木炭片は405±20 yr. BP (PLD6757)のコンベンショナル年代を示し

た。 

Fe12（グリッド南壁）：Fe11に隣接する大型地床炉遺構で、表土層（1層）堆積前に掘り込ま

れている。(a)10YR3/2黒褐色砂粒を主体とし、10～40mmのサンゴ礫ならびに貝類が混入する。粘

性中、しまり強。(b)10YR2/2黒褐色砂粒を主体とし、10～40mmのサンゴ礫を含む。壁面にてb層

下部に200mm前後のサンゴ大礫を確認したが、その配列を平面で記録することができなかった。

粘性中、しまり強。(c)10YR4/1褐灰色砂粒と10YR7/4にぶい黄橙色砂粒を主体とし、5～10mmのサ

ンゴ礫が多量に混入する。粘性中、しまり強。(d)10YR2/3黒褐色砂粒を主体とし、径10～30mm

のサンゴ礫を含む。d層上部に木炭片を検出した。粘性中、しまり強。 

 

（４）MJ-Lr1-1発掘地点 

上記3遺跡が沿うMJ-Lr2測線から180mほど北に設定されたMJ-Lr1測線のラグーン側に位置する

地点で、合同教会に近接する。そこに、ラグーン側浜堤の後背に掘削されたピット耕地があり、



ピット耕地景観の拡張過程を検討するために1.8×0.8mの小規模なテストトレンチを廃土堤に設

定した。各層位の土説は以下のとおりである（図11）。 

1層：10YR3/2黒褐色土層。径30mm前後のサンゴ礫が混入する表土層。粘性強、しまり強。 

2a層：10YR5/1～10YR4/1褐灰色砂層。サンゴ礫をほとんど含まない。ピット耕地からの廃土と

考えられる。粘性中、しまり弱。本層中にレンズ状に堆積する2b層は10YR4/1褐灰色砂粒を主体

に10YR2/1の黒色砂粒がスポット状に混入する。サンゴ礫はほとんど含まない。粘性中、しまり

弱。 

Fe1：2層類似の10YR4/1褐灰色砂粒を主体とする柱穴遺構の覆土。2層中から掘り込まれている。 

3a層：10YR1.7/1黒色土層。径30mm前後のサンゴ礫が多量に混入する。粘性強く、固くしまり、

家屋基壇を構成する堆積物の可能性が高い。炭化粒子は含むが、木炭片を採集することはできな

かった。本層下部にブロック状に堆積する3b層は、10YR4/1褐灰色砂粒がところどころにブロッ

ク状に堆積する。 

Fe2, Fe3：3層堆積前に掘り込まれた遺構で、10YR4/1褐灰色砂粒を主体に、10YR7/3にぶい黄

橙色砂粒がスポット状に混入する。炭化粒子がわずかに混じるが、遺構の性格は不明である。 

4層：10YR6/4にぶい黄橙色砂層。被熱した形跡があるが、炭化物は確認できず、層の性格は不

明である。 

5層：10YR7/3にぶい黄橙色砂粒を主体に、10YR5/1褐灰色砂粒がスポット状に混入する。2a層

に先行するピット耕地からの廃土と考えられる。本層下部から採取した木炭片(材不明)は1025

±25 yr. BP (PLD2017)のコンベンショナル年代を示した。本層中には、10YR5/1の褐灰色砂粒を

主体とするベルト状の堆積が認められた。堆積中から大型木炭片が確認されたため、廃土積上げ

過程で一時的に堆積した旧地表面に関連する遺構としてFe4と名づけた。採取木炭片(材不明)か

らは、940±25 yr. BP (PLD2016)の年代をえた。ラグーン側浜堤後背に設けられたピット耕地は、

おそくともBP1000年前後に構築され始めたことになる。 

6層：10YR7/1灰白色～10YR7/2にぶい黄橙色砂層。砂粒砂を主体とする自然堆積層で、ラグー

ン側海岸線に堆積する砂粒に類似する。 

 

（５）MJ-Lr2-6発掘地点 

外洋側浜堤の後背に位置し、ローラ州島の中央に設定されたMJ-Lr2測線からやや北にずれる。

堆積学調査チームによる構成物確認のために2×2mのトレンチ（Lr48地点）を掘削したところ、

北壁断面に小型地床炉の覆土を確認したため、考古学調査班においても発掘地点として登録し、

断面図の作成と木炭片の採取をおこなった。各層位の詳細は以下のとおりである（図12）。 

1層：10YR3/1黒褐色土層の表土。径10～30mmサンゴ礫を多量に含む。粘性強、しまり強。 

2層：10YR7/3にぶい黄橙色砂層。粘性なし、しまり弱。比較的細い砂粒を主体とする。自然堆

積層。 

3層：10YR7/3にぶい黄橙色砂礫層。やや粗粒の砂を主体に、径10～60mmのサンゴ礫が多量に混

入する自然堆積層。 



4層：10YR7/3にぶい黄橙色砂層。3層類似の砂粒を主体とするが、サンゴ礫は少ない。トレン

チ底部の本層中に、10YR4/1褐灰色砂粒を主体とする地床炉遺構Fe1を確認した。径40mm前後の焼

けたサンゴ礫を多量に含み、覆土中から魚骨を検出した。3層の荒い堆積物は台風などのイベン

トによって積み上がったと考えられるが、それ以前の外洋側後浜で一時的に使用された地床炉で

あろう。採取した木炭片(Cocos spp.?)は1285±45 yr. BP (PLD2791)のコンベンショナル年代を

示した。 

 

（６）MJ-Lr2-S1発掘地点 

ピット耕地主要分布域の南限を超え、州島を横断する道からやや北に入った地点に位置する。

MJ-Lr2-6地点と同様に堆積学調査チームと発掘区を共有し、北壁の断面図を作成した。各層位の

詳細は以下のとおりである（図13）。 

1層：10YR3/1黒褐色土層。ココヤシの根が多量に混入し、径30mm前後のサンゴ礫が少量混じる。

微量の炭化粒子が全面に散在する。本層下に認められた地床炉Fe1に由来する炭化物と考えられ

る。粘性強、しまり強。 

Fe1：10YR2/1黒色土粒を主体に、10YR4/1褐灰色砂粒が混入する地床炉遺構。径30～100mmの焼

けたサンゴ礫が多量に混じる。採取木炭片(Monocotyledoneae)は490±20 yr. BP (PLD5828)を示

した。粘性強、しまり強。 

2層：10YR7/3にぶい黄橙色砂層。自然堆積層。砂粒は粗く、有孔虫は磨耗を受けている。径5mm

前後のサンゴ礫が少量混入する。下層にいくほど砂粒は粗くなり、混入する有孔虫が多くなる。

粘性なし、しまり弱。 

3層：10YR7/3にぶい黄橙色砂層。自然堆積層。2層より砂粒が粗い。径20mm前後のサンゴ礫を

含み、下層ほど多くなる。径80mmをこえるサンゴ大礫が層下部に混入する。有孔虫は磨耗する。

採取した有孔虫試料(Calcarina gaudichaudii)は2420±40 yr. BP (Beta210287)のコンベンショ

ナル年代を示し、海洋リザバー効果（ΔR=-35±25）を加味した較正年代は2170 – 2010 yr. cal. 

BPとなった。ローラ州島中央部とほぼ同時期に砂礫の堆積が進んだことを示す。 

 

（７）MJ-Lr-N2発掘地点 

ピット耕地主要分布域の北限を超え、さらに州島を横断する道路から北に入った地点で、ラグ

ーン側と外洋側海岸線のほぼ中間に位置する。MJ-Lr2-6地点と同様に堆積学調査チームと発掘区

を共有し、北壁の断面図を作成した。各層位の詳細は以下のとおりである（図14）。 

1層：10YR5/2灰黄褐色砂層。細粒砂を主体とする表土層で、草本植物由来の有機物による腐食

の影響が認められる。粘性なし、しまり中。 

2層：10YR7/3にぶい黄橙色砂層。1層にくらべると砂粒はやや粗い。自然堆積層。粘性なし、

しまり中。 

3層：10YR6/2灰報褐色砂層。1層に類似するが、やや明るく砂粒が粗い自然堆積層。3層以下の

各層はラグーン方向に下方傾斜する、 



4a層：10YR8/3浅黄橙色砂粒を主体に、7.5YR7/3にぶい橙色砂粒を含む。4/b層と境界は不明瞭

だが、全体に明るい色調をなし、4b層上面から掘り込まれた遺構の可能性がある。微量の木炭片

が混入し、採取試料(Deospyros spp.)から1120±25 yr. BP (PLD5829)のコンベンショナル年代

をえた。粘性なし、しまり弱。 

4b層：7.5YR7/3にぶい橙色砂層。有孔虫を主体とする自然堆積層。10YR8/3浅黄橙色砂粒がベ

ルト上に混入して互層をなす。有孔虫は棘を残しており、磨耗の度合いは低い。採取された有孔

虫試料(Calcarina gaudichaudii)は1880±40 yr. BP (Beta218012)のコンベンショナル年代を示

し、海洋リザバー効果（ΔR=-35±25）を加味した較正年代は1520 – 1390 yr. cal. BPとなった。

粘性なし、しまり弱。 

5層：10YR8/3浅黄橙色砂層。4b層に類似するが、砂粒は細かく、サンゴ礫はほとんど含まない。

自然堆積層。粘性なし、しまり弱。 

6層：10YR7/3にぶい橙色砂層で、有孔虫を主体とする自然堆積層。径100mm前後のサンゴ大礫

が多量に混入。下部ほど、10YR6/1褐灰色砂粒が多くなり、サンゴ礫は30mm前後になる。 

 

（８）MJ-Lr4-1発掘地点 

MJ-Lr-N2地点より北のラグーン側海岸線沿いに、海抜5mに達する砂丘地形が点在する。ラグー

ン側は緩斜面をなし、後背側は急斜面を呈する。そのうちの1つに、1919年に建立された聖恩記

念碑が据えられている（図15）。第1次大戦後にマーシャル諸島が日本の信託統治下にあった1918

年11月8日に大型台風がマジュロ環礁を直撃し、犠牲となった島民はおよそ200人を数えた。その

翌年に、ココヤシ･プランテーションの復興基金が大正天皇から下賜されたことを記念して、粘

板岩に刻まれた聖恩記念碑が日本から運ばれて建立された。この記念碑はマジュロ歴史保全局で

はMi-Mj-27として登録されている。記念碑が立つ同じ砂丘頂部に4×4mのトレンチを設定し、北

半は階段に利用して4×2mの南半を発掘した。各層位の詳細は以下のとおりである（図16）。 

1層：10YR5/2灰黄褐色砂層。細粒砂を主体とし、現地表面をなす。 

Fe1：10YR5/2灰黄褐色砂粒を主体とし、10YR3/1黒褐色砂粒、10YR6/3にぶい黄橙色砂粒がブロ

ック状に混入する地床炉遺構である。しまり、粘性ともに弱い。 

2層：10YR8/3浅黄橙色砂層。1層より砂粒が粗い。自然堆積層。本層中に、10YR3/1黒褐色砂粒

と10YR5/1褐灰色砂粒を主体とする遺構Fe2の覆土がレンズ状にはさまる。径30mm前後の焼けたサ

ンゴ礫が少量混じる。地床炉かそれに伴う遺構と考えられる。採取木炭片(Monocotyledoneae)

は85±20 yr. BP (PLD6759)のコンベンショナル年代を示した。粘性中、しまり強。 

3層：10YR6/3にぶい黄橙色砂層。2層より暗く、砂粒も細かい。下層ほど色調が明るく、粒子

は粗くなる。粘性弱、しまり強。 

4層：10YR2/1黒色砂層。径10～30mmのサンゴ礫が多量に混入する過去の表土層。一時的に砂丘

の発達が弱まった時期と考えられる。粘性、しまりともに強。 

5層：10YR6/3～10YR7/3にぶい黄橙色砂粒が混在する砂層。炭化物が多量に混入していること

から、Fe3にともなう堆積物の可能性がある。ただし、詳細な性格は不明であるため、遺構覆土



ではなく層位とした。粘性、しまりともに弱。 

Fe3：10YR5/1褐灰色砂粒を主体とし、10YR7/1灰白色砂粒や10YR6/3にぶい黄橙色砂粒がブロッ

ク状に混入する地床炉遺構の覆土。径50～100mmの焼けたサンゴ礫を多量に含む。採取木炭片

(Bambusoideae)は280±20 yr. BP (PLD6760)のコンベンショナル年代を示した。粘性中、しまり

弱。 

6層：10YR8/4浅黄橙色砂層。2層、3層にくらべて砂粒がやや粗い。サンゴ礫はほとんど含まな

い。自然堆積層。粘性弱、しまり中。 

7層：10YR5/1褐灰色砂層。10YR7/3にぶい黄橙色砂粒が混入する。人為的堆積物の可能性もあ

るが、詳細は不明である。 

8層：10YR6/1褐灰色砂層。10YR6/3にぶい黄橙色砂粒がブロック状に混入し、径10～40mmの焼

けたサンゴ礫が多量に混じる。地床炉にともなう堆積と考えられる。採取木炭片

(Monocotyledoneae)は270±25 yr. BP (PLD6761)のコンベンショナル年代を示した。粘性、しま

りともに弱。 

9層：10YR7/3にぶい黄橙色砂層。やや暗い10YR6/2灰黄褐色砂粒がバンド状に挟まり、互層を

なし、砂丘後背の西方向に下方傾斜する自然堆積層。粘性、しまりともに弱い。 

10層：10YR3/1黒褐色砂層。細粒砂を主体とする過去の表土層と考えられる。南壁と西壁の角

に炭化物が多量に混入し、焼成を受けたサンゴ礫を検出した。地床炉遺構にともなう堆積の可能

性が高いが、発掘限界のため精査はできなかった。採取炭化物(broad-leaved tree)は365±25 yr. 

BP (PLD6762)のコンベンショナル年代を示した。本層上に堆積する風成堆積物は、一時的な間断

期をはさんで、わずか400年あまりのあいだに1.8mあまり堆積し、現在みる砂丘地形が形成され

たことになる。粘性中、しまり強。 

11層：10YR6/2灰黄褐色砂層。トレンチ南東部の南壁際を0.8×0.5mのみ30cm掘り下げて検出し

た。自然堆積層と考えられるが、その生成要因については不明である。また、木炭片が散在する

ことから堆積過程で人為的な活動を受けた可能性が残る。採取木炭片(broad-leaved tree)は685

±25 yr. BP (PLD6763)のコンベンショナル年代を示した。粘性中、しまり強。 

 

５．本研究により得られた成果 

（１）科学的意義 

オセアニアの貿易風帯には西はカロリン諸島から東はツアモツ諸島まで多数の環礁が点在し

ている。いわゆる「低い島」である。現在より数メートル高かった完新世中期の海面が次第に低

下しはじめ、それにともなって離水したサンゴ礁原のうえに有孔虫やサンゴの砂礫が堆積し、低

平な州島が形成された。その州島が首飾りのように連なり、濃紺の外洋からマリンブルーのラグ

ーンを限りとる景色は、楽園オセアニアの典型のようにおもえる。ところが、陸地の大半は海抜

2－3メートルをこえず、その幅も数百メートルからせいぜい数キロメートルにとどまる。ハリケ

ーンや台風の大波が礁原をこえて州島を襲うこともある。地表をながれる陸水はないから、降雨

にめぐまれない環礁では長期にわたる干ばつと食料不足にみまわれる。それゆえに環礁は空から



の景色とはうらはらに、人間の居住にとってはきわめて脆弱で厳しい環境とひと括りにされてき

た。たしかにどの環礁州島も一見しただけでは一様な景色におもえるが、降雨にめぐまれる大型

州島の内陸をくまなく歩いてみると、地下水面まで掘削されたピット状の窪地でサトイモ科根茎

類のタロイモ(Colocasia esculenta)やキルトスペルマ(Cyrtosperma chamissonis)が生育する耕

地にいきあたる。掘削に際して周囲に積み上げられた廃土堤には、ココヤシ(Cocos nucifera)

やパンノキ(Artocarpus sp.)の高木、ナンヨウイヌジシャ(Cordia subcordata)やハスノハギリ

(Hernandia sonora)が生い茂り、環礁の景観にアクセントをあたえている。 

たしかに、高い島にくらべて環礁州島の歴史生態学やジオアーケオロジー調査は始まったばか

りだが、地球温暖化問題が関心を集めるなかで多様な分野の情報が蓄積されつつある。地形学、

堆積学、海岸工学、リモートセンシング、考古学、文化人類学の学際的チームがマーシャル諸島

で2003年以来おこなってきた調査は一例である。その先端的研究は、高い島との対比のなかで一

括されてきた環礁州島にさえ、景観のバリエーションを生み出す人と自然の絡み合いの歴史があ

ったことを示す成果を生み出した（図17）。 

起伏に富んだこの地形がいかなる歴史的経緯をもつのか検討するために、ローラ州島でもっと

も幅の広い測線上で8地点の発掘調査を実施した2),3)。検出された遺構の種類と炭化物からえられ

た放射性炭素年代を整理したところ、およそ2000年前に人間の居住がはじまり、その後1000年ほ

どかけて活動空間が外洋側とラグーン側に次第に拡大してきたことが明らかとなった。興味深い

ことに、発掘トレンチを共有した地形学と堆積学の共同研究者によると、基盤となる離水サンゴ

礁や州島の堆積物を構成する有孔虫の年代から、2100－1900年前ごろに離水サンゴ礁上に砂礫が

堆積しはじめ、600年前には現在と同じ位置まで海岸線が前進したという。 

マジュロ環礁にはじめて到達した人々は、まさに姿を現したばかりのローラ州島に上陸したこ

とになる。その脆弱な環境のなかで人間の居住を支えたのは、人間自身による州島への働きかけ

だったのではないだろうか。発掘からえられた年代資料は、明らかに意図的な耕地の掘削が初期

居住からおそくとも100－200年の短いあいだに始まったことを示している。ピット耕地の景観構

築には淡水レンズが不可欠だが、それとともに地下水を利用するための知識と根茎類そのものが

必要となる。歴史言語学ならびに周辺島嶼の考古学的証拠からみて、マーシャル諸島の初期居住

集団はソロモン諸島やバヌアツ周辺の後期ラピタ文化に由来する可能性が高い。マジュロにたど

りついた人々はおそらく人類としてはじめて孤立した環礁州島に直面したはずだが、湿地環境の

利用方法と根茎類を故郷から運ぶことによって、生まれたばかりの州島に住処をつくり出すこと

ができたのだろう。 

州島はまた、みずからも姿を変えていった。マジュロ環礁を含む海域では、完新世後期の低潮

位線が離水サンゴ礁の高さを十分に下まわった時期についてAD1100年ごろと見積もられている

4)。おそらく、この海面低下に対応してローラ州島の海岸線が前進したと考えてよい。いずれに

しても、陸地の拡張は地下水レンズの拡大と水質の安定化を意味する。したがって、現在みるこ

とのできるローラ州島の景観は、地形発達の営力に対応する形で、居住空間の配置を調節しなが

らピット耕地の総面積を増やしてきた人間の営為による歴史的産物ということになる。なお、現



在の景観を構成する要素は1000－600年前にはほぼ出揃っていたとみてよい。 

 

（２）地球環境政策への貢献 

2003年度から2007年度にかけてマーシャル諸島マジュロ環礁で実施した現地調査では、現地政

府諸機関（大統領府、外務省、内務省、歴史保全局）との協議と成果還元を並行して実施した。

また、発掘調査にあたっては、雇用というかたちで現地島民に参加してもらった。調査作業の過

程で、彼らに成果を提示することによって生じる「故郷」への関心や理解についても並行して観

察した。各年度に共通する点は、気候変動や海面上昇の現在･将来的な問題に対する直接的な関

心が低い一般島民にとっても、「故郷」景観の歴史的背景を踏まえた上で、その延長線上に配置

された環境問題には大きな関心と理解を示した点である。特に、マジュロ環礁では2000年にわた

る歴史（オセアニア環礁ではもっとも長い歴史）が政府機関ならびに一般島民の両者に対して強

くアピールすることとなった。 

環礁州島の耐性に関する調査は、春の大潮に浸水被害が生じることで有名なツバル国フナフチ

環礁においても実施した。その概要は「地球環境研究総合推進費・平成16年度研究成果―中間成

果報告集―」に記載し、また詳細は共同研究者によって英文雑誌に公開された5)。マジュロ環礁

とフナフチ環礁の比較結果については、平成19年3月に実施したフナフチ環礁の浸水被害視察に

際して、現地政府との共同研究会にて発表した。現地政府からは、環境保全局、土地調査局、統

計局をはじめ環境問題にかかわる部局の実務方が10名ほど参加した。将来的なリスクマネージメ

ントのためのハザードマップ作成については強い関心が示されたが、州島の耐性を向上させるた

めの物理的対策については近代化の過程で細分化された土地所有権問題を理由に困難であると

の意見が大勢を占めた。将来的な海面上昇が避けられない今、土地問題をいかに回避するかが陸

地保全・自律的生計経済の維持にとって重要なポイントとなるが、短期的に有効な手段は見当た

らない。唯一、現在の環礁州島の相対的な脆弱性を教育等によって周知することが長期的には有

効かと思われたが、自らの「故郷」を脆弱と判定されることには心情的な抵抗感が伴うことも、

今回の会合で明らかとなった。 
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  2) 朝日新聞（2007年4月9日、全国版夕刊）「地球異変−南太平洋の島々から−1 平らな島 迫

る海」（連載全体にわたって情報提供）。 

 3) The Marshall Islands Journal 38(32), Aug. 10, 2007. “380-year-old-buried at Laura” 

  4) The Marshall Islands Journal 38(34), Aug. 24, 2007. “Japanese dentists and 

archaeologist delve into Marshall Islands history.” 

  5) 朝日新聞（2008年3月12日、夕刊、「南の島 人の活動で危機」） 

 

（６）その他 

 なし。 



＜本文中図版＞ 

 

 

 

 

 

 

図１ 現ローラ州島におけるピット耕地の分布

と発掘地点の位置。 

 

図２ MJ-Lr2-8発掘地点の地形図。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

図３ MJ-Lr2-8西壁断面図。 図４ MJ-Lr2-8東壁断面図。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

図５ MJ-Lr2-10発掘地点地形図。 

 

図６ MJ-Lr2-10発掘地点東壁断面図。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ MJ-Lr2-9テストトレンチ１断面図。 

 

 

 

図７ MJ-Lr2-9発掘区平面図。 

 

図９ MJ-Lr2-9テストトレンチ２断面図。 



 

図10 MJ-Lr2-9発掘地点南壁断面図。 

 

 

 

 

 

 

図11 MJ-Lr1-1発掘地点北壁断面図。 

 

図12 MJ-Lr2-6発掘地点北壁断面図。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

図13 MJ-Lr-S1北壁断面図。 図14 MJ-Lr-N2北壁断面図。 

 

 

 

 

 

図15 MJ-Lr4-1（聖恩記念碑付近）地形図。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

図16 MJ-Lr4-1発掘地点南壁･西壁断面図。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

図17 マジュロ環礁ローラ州島の景観史。 

 

 


